
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年度 第 3 号 
令和 6 年 6 月 20 日発行 

江津市立高角小学校 
江津市嘉久志町イ 645番地 

文責:校長 舟木志郎 

学校教育目標 豊かな心とたくましさをもち、確かな学力を身につけ続ける子どもの育成 

めざす子ども像  たのしむ子 かかわる子 つづける子 のびやかな子 

往来ヶ丘 
 

学校だより 

今年も選手の活躍があり、カップが並びました。 

 選手は他校の選手との競い合いと自己記録に挑戦です。選手以外の児童も「オープン 100m」

で、自己記録に挑戦しました。競技後、様子を聞いたら「学校での練習より、会場に来て練習したと

きよりも、今日の記録が一番良かったです」と目を輝かせて言ってくれた児童がいました。他の者

との競い合いで優秀な成果残すことも大きな意味がありますし、自分自身の向上に挑むことも大

切です。自信をもって「一番良かった」と言ってくれた児童はとても素敵でした。 

 

 ６月の中旬からプールでの学習を開始する予定で、それに先立って５・

６年生がプールサイドやプールの中の清掃してくれました。 

１年間防火水槽として水を貯めていたプールです。水を抜いていくと、

底には泥や落ち葉が溜まり、カエルやオタマジャクシの姿も…。プール内

担当の６年生は、臆することなく汚れに挑戦です。夕方、残りを先生方が

きれいにされようとしていたのですが、排水の具合がよくありません。

結局業者に見てもらったところ、排水管にも泥や落ち葉が大量に詰まっ

ていたそうで、高圧水を使って詰まりを直してもらいました。屋外施設の

自然相手の作業。なかなか思い通り(予定通り)には行かないものです。 

 このお便りが目に留まる頃には、プールの水もいっぱいになる予定です。 

 ５月１８日(土)快晴の下、

江津市多目的広場の競技

場で、各校の選手が競技で

競い合い、応援にも力いっ

ぱい取り組みました。高角

小からは、４年生以上の９０

名余りが参加し、選手とし

て、また、自己記録への挑

戦として活躍しました。 

  

1着・1等になった選手  

女子 80mH、5年混合４×100mRで新記録をつくりました！ 

跳ぶ! 

投げる! 

走る! 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内寸描  前号で紹介した、１年生のアサガ

オ、2年生の野菜。子ども達が水遣り

に励んで、順調に成長しています。野

菜の中で、ピーマンは実を付け始めま

した(上の写真、ちょっと分かりづら

いですが)。１年生教室横に並んだア

サガオは、支柱が必要になるほど大き

くなりました。この後、たくさんの花

を咲かせます。そして、たくさんの種

を実らせることでしょう。 

6年「バイキング給食」 

一部の写真は加工をし

て ぼ か し て い ま す  

ご質問・ご意見をお待ちしています 

カラー版は H P で掲載しています  

 m a i l : t a k a t s u n o - s h o @ g o t s u . e d . j p 

 https://www.city.gotsu.lg.jp/site/takatsuno/ 

 給食で、「どんちっちアジ」の塩焼きが一匹丸ごと出てきました。子ども達が

上手に食べるかと、１年生の教室を覗いてみました。 

箸の持ち方や両手遣いなど、難点もありますが、身と骨を器用に分けながら

上手に食べている子がほとんどでした。「魚、大好きです」「家でも骨付きで食

べています」と言いながら食べていました。ただ、「骨があって苦手」という子や

はじめから食缶に返してしまう子もいました。好き嫌いもあるのでしょうが、骨

付きの魚を食べる経験の差もあるのかと思います。 

 ５年生が和木コミセンで開かれた、

「ロシア祭り」に参加しました。練習し

た群読と合唱で、ロシア艦イルティッシ

ュ号乗組員の救助に当たった当時の

地域の人々の思いを伝えました。 

 

 ６月、１泊２日で広島に修学旅行に

行きました。平和公園や資料館の見

学、伝承者の方のお話を聞くなどし

て、出発前の事前学習を深めること

ができました。宮島（厳島神社）の見

学は歴史文化への興味を湧きたて、

広島空港・コカ・コーラ見学で現代技

術の一端に触れました。 

 

着陸する飛行機(〇印) 

編集雑記 ６年生の修学旅行のめあては「メリハ
リをつけて…」でした。メリハリをつける。よく使う言
葉ですが、もともとは和楽器(とくに尺八)の低音を
「めり」、高音を「かり」と表現したところから来ている
ようです。「かり」は「はり」と変化して使われるように
なりました。低音と高音の調和を意味することもある
かと思いますが、鍵盤やピストンを使わず、感覚で音
階をとることの多い和楽器、自分自身で低音・高音
をはっきりとさせることが大切なのだと思います。 

1学期の登校もあと２０日ほどになりました。生活
の時間や取組の内容に「メリハリ」をつけることを大
切にして過ごしていきたいと思います。 

キャップの前で記念写

真。その後キャップが゛開

いて見学の始まり 

自分もコーラになった

ような製造過程の展示 

潮の引いた鳥居前を渡

ることができました 

見学だけでなく、宿舎での生活や遊

園地も楽しみました。めあての「メリ

ハリをつけて３２人が楽しい修学旅

行にしよう」と活動を楽しみ、学びを

深めることができました。 

大役を終え、一安心 

事前学習では、当時の様子を記録しためずら
しいガラス乾板写真も見せてもらいました 


